






















Change of Japanese Cooking and Flow of Tea Party Cooking
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・	「仙太郎窯」仙太郎
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・	『中日新聞』2010年1月13日、朝刊。
・	『中日新聞』2013年8月29日、朝刊。
・	『中日新聞』2015年2月7日、朝刊。
・	『中日新聞』2015年2月13日、朝刊。
・	『中日新聞』2015年3月21日、朝刊。
　なお、本稿は名古屋外国語大学現代国際学部『紀要』に第4号から第11号まで発表した拙
稿：第4号「岐阜東濃地域とミュージアム・マーケティングについて」（～多治見、土岐、瑞
浪を例として～）、2008年3月1日。第5号「岐阜東濃地域の恵那、中津川とミュージアム・
マーケティングの促進」、2009年3月1日。第6号「道の駅とマーケティング戦略の実践」（～
岐阜東濃地域を例として～）、2010年3月1日。第7号「製品計画の設定とブランド・マーケ
ティングの推進」（～土岐陶磁器ブランドの構築を例として～）、2011年3月1日。第8号「岐
阜県東濃地域の活性化と将来像」（～多治見、土岐、瑞浪、恵那、中津川の観光を例に～）、
2012年3月1日。第9号「世界の陶磁器と国際陶磁器フェスティバル」（～国際陶磁器展美濃を
例にして～）、2013年3月1日。第10号「日本の焼物の歴史と焼物の市」（～六古窯の常滑・
瀬戸焼を例として～）、2014年3月1日。第11号「茶の湯史と茶の湯茶碗」（～美濃焼の茶陶
を例として～）、2015年3月1日。J.M. ピルチャー著、伊藤茂訳『食の500年史』NTT出版、
2011年。熊倉功夫著『日本料理の歴史』吉川弘文館、2007年。岡田哲著『食文化入門―百
問百答―』東京堂出版、2003年。神津朝夫著『茶の湯と日本文化』〈飲食・道具・空間・思
想から〉淡交社、2012年。コロナ・ブックス編集部編『魯山人でもてなす』平凡社、2009
年などをもとにした。
